
傷がついた場合は、新しい床材への貼替えを行ってください。

傷がついた場合

ワックスがけを行うと、表面の防汚成分により、ワックスの密着が不充分になる場合があります。

ほうき、掃除機等で床面のゴミ等を取除いてください。�

クリーナー等を使用して床表面を洗浄し、汚れをしっかり除去してください。�

洗浄後は、床面が乾燥しないうちに残った汚水をきれいなモップで拭取り、

床表面を充分に乾燥させてください。

�

手順

床表面が充分に乾燥したら、床用樹脂ワックスを必ずモップや布に含ませてから、

床全体に均一に1～2回塗布してください。重ね塗りをする場合は、必ず乾燥後に行ってください。

�

※ワックスの効果が弱くなり、床表面の汚れが気になってきた場合は、指定の剥離剤でワックスを落としてから

　ワックスを塗り直してください。
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汚れが気になる場合

固く絞った雑巾やモップを用いて

水拭きしてください。 

�

水拭きで取り切れない汚れは、

プラスチック（化学）床用クリーナーや

家庭用の床用洗剤を含ませた布で

拭取ってください。  

�

拭き
掃除

� �

ほうき、家庭用掃除機でゴミ、ホコリ等を

取除いてきれいにしてください。 

日常のお手入れ 

��

掃き
掃除

ワックスがけを行う場合

クラシアルタイル、LCTシリーズ、NWシリーズ、NW-EXシリーズは、ワックスがけは必要ありません。



床材の表面に傷やへこみが生じるのを防ぐため、重量物を設

置する際には、脚部に緩衝材等を使用して局所的に荷重が集

中しないようご注意ください。

また重量物を移動する際は、床面を引きずらないようにして

ください。

変色・変形を防ぐために

床材の変色・変形などの不具合を防ぐため、以下の点にご注意ください。

床面に液体が付着した場合は、速やかに拭取り除去してください。

特に次の製品・物質は付着すると変色しやすいため、充分ご注意ください。

�

各種薬品※等 毛染め液等 マーカー、塗料、染料等 ゴム製品等 ガムテープ類等 大量の水分等

床材に過度な熱や、長期間にわたる熱・日光の負荷をかけないでください。�

直射日光 温風下吹出しの暖房器具 高温になった調理器具 たばこ等の火

床暖房使用時のご注意

床暖房が敷設されている床の仕上げ材としてご使用の場合は、クッションやカーペット、ソファや家具な

ど、放熱を妨げるものを長時間設置しないでください。設置された箇所が蓄熱し、仕上げのビニル製床

材が変質・変色する原因となります。あわせて床暖房メーカーの「使用上のご注意」もご確認ください。

ホットカーペット使用時のご注意

ホットカーペットは裏面でも温度が上昇する為、長時間同じ場所にのせていると、ビニル製床材の変

質・変色の原因になる恐れがあります。電気機器メーカーの「使用上のご注意」をご確認ください。

直射日光
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※溶剤、アルコール類、

　シンナー、除光液、灯油

傷・へこみを防ぐために


